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伊勢志摩地域では、バリアフリーマップの配布や障がい
者用トイレなどの情報を発信し、バリアフリーに取り組んで
います。また、街全体で障がいがあっても温かく迎えてくれ

る雰囲気があるので、外出に車いすが必要な家族も気兼ねなく観光
ができ、安心して楽しめます。こうした取り組みを県全体に広めるこ
とで、県外や海外、障がいのあるなしにかかわらず、全ての方々に魅
力的な三重県を観光してほしいです。
県では、「観光施設における心のバリアフリー認定制度」への登録

を促進しています。この制度は、障がい者への対応などといった「ソ
フト面での取り組み」が認定の基準となり、より繊細な配慮が必要に
なります。
県内の観光施設におけるバリアフリー導入の進捗はいかがかでし

ょうか。
次に、具体的なバリアフリー対策を提案します。温泉は海外ではス

タンダードではなく、裸で温泉に入ることに抵抗のある方々も多いと
考えます。そういった方や乳がん等の術後の痕がある方も安心して
入浴できるものとして「使い切り入浴着」の導入事例が増えています。
三重県には温泉施設も数多くあるので、術後の方や海外の方、裸

県では、古くからのおもてなしの心を継承し、「日本一の
バリアフリー観光県推進宣言」を行うなど、バリアフリー観
光を推進しており、伊勢志摩バリアフリーツアーセンターと

連携し、旅行者一人一人の状況や意志で旅行先を決める「パーソナ
ルバリアフリー基準」という考え方に基づいて情報を発信していま
す。旅行者一人一人が情報をもとに旅行先を選択できるよう、バリア
フリー対応の情報だけでなく、バリアに関する情報も発信し、県内の
380カ所ほどの観光施設等の情報を発信しています。
また、同センターと連携して「観光施設における心のバリアフリー
認定制度」への登録を促進するための研修会の開催などに取り組ん
でおり、現時点で100の宿泊施設などが認定を受けています。
心のバリアフリーとして、気遣い・心配りは非常に重要な観点です。
昨年度議決した「三重県観光振興基本計画」の柱の１つに旅行者の
受入体制の基盤整備があり、県としても今後「パーソナルバリアフリ
ー基準」の活用や「心のバリアフリー」の意識の向上により、障がい
者や高齢者などが安心して訪れることのできるバリアフリーの観光
地づくりを推進していきます。
「使い切り入浴着」の普及啓発は、障がい者や高齢者だけでなく、
全ての方が安心して観光地を楽しめる取り組みだと考えます。さまざ
まな課題を有する方も安心して訪問できる魅力ある観光地づくりを
一層進めていきます。

に抵抗のある方々の選択肢を広げるために、心のバリアフリーの取
り組みとして「使い切り入浴着」の普及啓発・販売促進を、県として
率先して行うことを提案します。

全校生徒へのアンケート調査の結果、１人１台端末の日常
使用について、４つの問題意識を持ちました。

１つ目。登下校時における破損や悪天候での故障、教科
書等と合わせた重量など、持ち運びの負担が大きいです。

２つ目。中学校では校舎内に保管・充電ボックスがあり学校で管理
されていましたが、高校では自己管理であり学校内で充電ができず
困ることがあります。

３つ目。端末を使用することが目的化してしまい、数学の平方根や
グラフなど、ノートやプリントのほうが有効な学習まで端末が使用さ
れ、学習の効率が悪いと感じる時があります。

４つ目。教員が急速なＩＣＴ化に対応できず端末を使った学習を上手
く導入できていません。自宅学習でも利用が進んでいません。端末内
のアプリ活用方法の理解不足やトラブルの対応など、授業や課題で
端末を使うことが教員・生徒ともに負担になっています。

以上のことから、学校に端末の充電・保管ボックスを設置すること、

GＩＧＡスクール構想で１人１台端末を整備した狙いには、
端末を学校と家庭で切れ目なく使用することで、学習習慣
の定着と学習内容の理解向上を図ることもあります。学校に

充電・保管ボックスがあれば、持ち運びの負担がなくなり、充電など
の利便性が高まりますが、端末を活用した自宅での学習機会が失わ
れます。

今回の高校生からの生の声を受けて、端末の充電・保管ボックスの
設置の必要性も含め、端末がより活用されるよう、常任委員会などで
しっかりと議論していきます。

令和６年３月に策定した「三重県教育ビジョン」には「ＩＣＴを活用し
た教育の推進」を掲げています。ＩＣＴ環境の整備を進めていくために
も、実際に使用する高校生や教員の意見は非常に大事な視点と考え
ます。

今回、各学校の１人１台端末を用いた学習環境に関する意識調査
を実施することの提案がありました。生徒の皆さんや教員が端末を効
果的に活用できる環境整備のために、学校現場の意見を吸い上げる
方法も含め、議会でもしっかりと議論していきます。

津工業高等学校

一人一台端末を使った
学習環境の改善について

議会活動や日々 の議員活動の中でお話しす
る機会の得にくい高校生の思いや意見を直接
聴けたこと、そして「県議会が意外と身近なも
のだと知ることができた」という感想をいただい
たことは、「みえ高校生県議会」の目的を実感
していただけたものと嬉しく感じています。

皆さんの高校生ならではの視点による分析
や、独自のアンケート等に基づく説得力ある質
問や提案については、議会の議論の場を通じ
て県政に反映させていきたいと考えています。

高校生議員の皆さんの中から将来、議員と
なって地域の発展のために働く人が出てくるこ
とを期待します。

これまで「みえ高校生県議会」で高校生議員の皆さ
んからいただいた質問や提案は、全議員に共有した
後、各議員が一般質問などで取り上げていましたが、
今回、議会全体で提案等について取り組むため、
９月～１０月の各常任委員会で、質問や提案について
委員の間で討議しました。

委員会では、高校生議員からの質
問・提案と、答弁の内容を委員長か
ら各委員に共有しました。その後、

提案等について、委員間で話し合いました。委員会によっては、質問の
テーマについてさらに知見を深めるため、専門家を呼んで話を聞いた
り、高校生からの質問を県の担当部門に確認して、現状や今後の対応
について聴き取りを行ったりしました。
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県内の各学校に対して１人１台端末を用いた学習環境に関する意識
調査を実施して県政に反映することを強く要望します。

世界では１分間に東京ドーム２つ分の森林が消えており、
森林の破壊は野生動物の絶滅や地球温暖化につながりま
す。一方で、森林を保全することは洪水や水不足を防いだり

海洋環境を豊かにしたりとさまざまなメリットがあり、健全な森林を
育むには森林の効果的な活用が必要です。しかし、県にはまだ整備さ
れていない森林があり、土砂崩れを防いだり、海洋環境を豊かにした
りというさまざまな森林の効能を最大限に活用できていません。
県では、「三重の木づかい条例」に基づき、県産木材の利用を推進
する取り組みなど、さまざまな取り組みが行われていますが、県民の
森林に対する意識はまだ不足しています。県民一人一人が森林を大
切に思い、その将来を考えるようになるためには、森林を身近に感じ
興味を持つことが必要だと考えますので、３つの提案を行います。
１つ目は、フォレストユーズコンテストの開催です。木の実などを使
って１つの作品を作り上げてもらうもので、作品の材料集めで実際に
森へ入ることで森について知るきっかけになります。２つ目は、既に
ある県産木材を使用した工作キットのより有効な活用です。ウェブ注
文や子ども向けキットの充実のほか、幼稚園や小学校でパンフレット
を配布してもいいと思います。３つ目は、登山ウェアの貸し出しです。
登山に必要なもの一式を貸し出すことで手軽に登山をすることがで

三重県の森林は約６割が人工林で、人の手で適切に手入
れを行うことで、良質な木材が生産されるとともに、土砂崩
れの防止や二酸化炭素の吸収といった公益的機能が持続的

に発揮されます。木を植え、育て、収穫し、また植えるという緑の循
環を維持し、森林を守るためには、県産材の積極的な利用や県民の
森林・木材利用に対する意識醸成が大切と考えます。
県では、県民が県産材の良さや木材を利用することの意義につい

ての理解を深め、さまざまな場面で県産材の利用を進めるため、県
産材を目に見える形で活用した魅力的な建築物を表彰する「みえの
木建築コンクール」の開催や、事業者と連携した木製品のＰＲなどを
行っています。また、森林教育として、幼稚園や小学校での森林や木
材に関する出前授業や、森林教育に取り組もうとする保育所等へ専
門家の派遣等を行っています。
提案いただいた、森林を身近に感じるために実際に森に行って森

について知ることや、木材を使うことの楽しさを知ってもらうことは、
とても効果的です。県では、三重の森林をテーマにした写真コンテス
トの開催や、小学校等で森林や木を身近に感じ楽しく学ぶ木工体験
等を行っています。議会としても県民の森林や木に対する意識がさら
に醸成されるよう働きかけるとともに、県の森林が守られるよう議論
していきます。

伊勢高等学校

森林の有効活用と意識改革

事前の説明会・相談会や昼食で参加生徒
と関わった議員（広聴広報会議委員）から
参加生徒へのコメントを記載しています。

稲垣 昭義
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き、森に興味を持ってもらえるのではないでしょうか。県民の森林に
対する意識の底上げとしてどのような取り組みを行っていますか。提
案を参考に考えをお聞きしたいです。

津田学園高等学校

三重県の
観光・バリアフリーについて
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少子化による人口減少は、１人あたりの社会保障の負担
を増加させ、経済成長の停滞、行政サービスの低下を引き
起こします。婚姻率と出生率は比例の関係にあることから、

出生率を上げるには婚姻率を上げることが重要です。
国立社会保障・人口問題研究所による2021年の出生動向基本調
査によると、結婚意思のある未婚者が独身でいる理由は「適当な相
手にまだ巡り合わないから」が最も多くなっています。県では結婚支
援・相談の場として「みえ出逢いサポートセンター」を開設している
ものの、依然婚姻率は減少傾向にあります。
近年、メタバースを活用したマッチングアプリによる出会いが注目

されています。マッチングアプリを利用した出会いでは、相手との対
面時でのトラブルが多いとの調査結果がある一方、メタバースでは、
見た目を自由に決め、場所や時間の制約を受けずに出会うことがで
きることで、トラブルを軽減しつつ非現実感を味わうことができるな
ど、手軽で敷居が低いです。
桑名市では既にメタバース婚活が取り入れられ、参加者17人中７
組のカップルが誕生しています。県としてもメタバースを活用して、生

県は、未婚率の上昇を少子化の要因の１つと捉え、「みえ
出逢いサポートセンター」を設置して相談支援や市町・企
業・団体による出会いイベントの情報を発信しているほか、

結婚を希望する方のマッチングをお手伝いする「みえの縁むすび地
域サポーター」を募集するなど、結婚を希望する方の多様なニーズ
に応じた出会い支援に取り組み、結婚を希望する方の望みが叶う地
域社会の実現を目指しています。インターネット型婚活サービスにつ
いて、メタバースを活用した出会い支援の取り組みはないですが、
民間事業者と協定を結び、セミナーなどにより安全安心かつ効果的
に婚活に取り組めるようサポートしており、今後も一人一人に寄り添
った効果的な出会い支援の事例研究を進めていきたいとの意向を示
しています。
県議会においては今回の提案を委員会で紹介するとともに、交際・
結婚相手との出会い方の変化だけでなく、結婚を希望しているのに
できない人が増加している問題について、しっかりと調査して議論を
深めていきます。

四日市高等学校

人口減少対策としての
結婚に結びつく支援制度について
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活時間帯や居住地、職場を越えて人と人が出会い、繋がることがで
きるような出会い支援のシステムづくりに取り組んではどうでしょう
か。ただし、この提案は決して結婚という価値観を押し付けるもので
はなく、出会いの少なさによって結婚を諦める人を減らすことを目指
すものです。

藤根 正典 議員
家族旅行という実体験から、バリアフリー観光

をテーマに選んだことがよかったと思います。
再質問で、誰でも安心して温泉に入浴できる「使
い切り入浴着」という具体的な提案まで進めてく
れたこともとてもよかったです。

小林 正人 副議長
生徒や教員の皆さんが端末を効果的に活用する

ための環境整備等について、全校でのアンケート
をとり、４つの問題意識と２つの改善策を提起して
いただきました。大変現実に即した内容でしたし、
受け答えも元気一杯で素晴らしかったです。

龍神 啓介 議員
婚姻率と出生率の関係を分析し、他実例も示し
つつ、メタバース婚活を提案する斬新なアプロー
チ。価値観を押しつけない配慮もありました。
説明会ではやや不安そうでしたが、堂々と質問

されていて素晴らしかったです。

東 　豊 議員
森林破壊という壮大なテーマに対し、身近に出来

ることからのアプローチは素晴らしかったです。「三
重の木づかい条例」など県の取組状況を調査して問
題点を示し、森を身近に感じる体験の重要性を踏ま
えた具体的な提案も３つあり、とても良かったです。

松浦 慶子 議員
地域課題である公共交通機関の不便さについ

て、高校生の視点から具体的に取り上げ、高齢者
等多様なニーズに配慮した改善提案は素晴らし
く、地域全体に有益であり共感を得るものでした。
昼食時の交流では、将来の夢を拝聴し楽しい

時間でした。

公共交通機関を利用して通学する生徒は、電車やバスの
本数が少なく困っています。ＪＲは遅延も多く、車を持たない
高齢者も不便さを感じているのではないでしょうか。

県の課題として、公共交通の担い手の確保があります。運転士の
確保の取り組みとして、自動運転やＡＩデマンドなど交通ＤＸを促進し
ていると思いますが、具体的な進捗はどうですか。また、今後、県の
取り組みをどのように県民に周知していくのでしょうか。
電車やバスの本数を増やすため、利用者を増やす取り組みとして、
普段の利用者向けに乗車回数に応じたプレミアム商品券との交換
や、本年４月に近畿日本鉄道と東武鉄道で実施された観光客向けに
ゲーム感覚で観光地などを周ることができるような企画を提案しま
すがいかがでしょうか。
普段使い慣れていない駅やバス停の案内表示に困ることがありま
す。路線が多く集まる駅やバス停で困っている高齢者や外国人を見
かけることがあります。
高齢者や外国人、普段あまり使用しない人のために、乗り場が多
い駅やバス停に分かりやすい案内板などを設置する予定はあります
か。イオンモールにあるような備え付けの大型タブレットで外国語に
も対応できるものを作ってはどうでしょうか。

皆さんの公共交通への関心の高さを認識しました。通学
での利用や移動手段を持たない多くの高齢者など地域の実
情に応じた移動手段の確保の取り組みが必要です。

昨年度は、住民の需要に合わせて乗合運送を行うデマンド型交通
の実証事業などに取り組む５市町に財政的な支援を行いました。ま
た、国・県・市町が一緒になり、市町が抱える地域公共交通の課題を
共有し、解決に向けた方策の検討を進める場を設けています。今年
度はライドシェアサービスの実証事業を行う志摩市に対して財政支
援を行っています。
県民への周知については、実証事業の主体が市町であることから、
県として十分に周知できていたかを振り返り、県のホームページな
どを通じて積極的にＰＲするよう、議会からも働きかけを行います。
議会の中でも地域公共交通の取り組みを取り上げることで県民に広
く伝えていきます。
乗り場の多い駅やバス停は、乗継拠点となることが多く、利用環
境の充実を求める声を多くいただきます。
県では、外国人などにも利用しやすい公共交通機関となるよう、
多言語の案内表示の導入などに取り組む交通事業者を支援していま
す。引き続き交通事業者と連携しながら分かりやすい案内表示が進
むよう、議会として働きかけます。
いただいた企画や提案も参考にし、地域公共交通機関の利便性向

上に向けしっかりと調査・議論を進めていきます。

みえ夢学園高等学校

公共交通機関の不便さについて 動
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「みえ高校生県議会」開催後の
議会の動き

委員間討議など 委員長報告 10月18日（金）の本
会議では、各常任委
員会で話し合ったこ
とについて、委員長
が全議員と県当局に
対して報告をする
「委員長報告」が行
われました。その中
には、「みえ高校生県
議会」での高校生議
員からの提案等を踏
まえて、知事に具体
的な対応を求めたも
のもありました。

議長のコメント

※質問・答弁の内容は令和６年８月２１日時点のものです。
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２年前の「みえ高校生県議会」で常任委員長から紹介さ
れた「Ｍｙまっぷラン＋（プラス）」をもとに本校の津波避難
計画を見直した結果、県道を横断する避難ルート上に横断

歩道がなかったり、避難場所が使用できなかった場合の２次避難場
所の想定がなかったりするなど、多くの課題が見つかりました。

このように、避難の際の課題を見つけることができる、素晴らしい
取り組みである「Ｍｙまっぷラン＋」の取り組みを他の多くの地域で
も行ってほしいと考えます。現在の県内における「Ｍｙまっぷラン＋」
の活用状況と、普及のための対策はどのように行っているのですか。

本校で津波から避難するには必ず県道を横断しなければなりませ
んが、最短の避難ルートには横断歩道がありません。避難訓練の際
には迂回しなければならず、現実的な避難訓練ができません。県内の
他の地域でも「Ｍｙまっぷラン＋」などを活用して避難計画を策定し
たり、見直しを行ったりした結果、避難の際の課題が見つかった場合
に、安全・安心な避難を実現するため、県としてはどのような対応を
行っていくつもりですか。

令和２年度には、津波に加え、洪水や土砂災害などの風
水害にも対応し、デジタルマップ上で避難経路の作成がで
きる「Ｍｙまっぷラン＋」を開発し、それを用いた計画策定を

支援しており、これまでに12市町70地区で避難計画が作成されまし
た。また、「Ｍｙまっぷラン＋」をより多くの方に知っていただくために、
大型商業施設で行う防災啓発イベントにおいて各地区の事例を紹介
しているほか、地域の依頼に応じて県の防災技術指導員を派遣し、
住民の皆さんに活用方法を説明するなどの取り組みを行っています。

紀南高等学校の皆さんが「Ｍｙまっぷラン＋」をもとに話し合い、
津波避難計画の見直しを行ったように、皆さんの気づきが地域の皆
さんにも共有され、実際の避難に繋がることが何より重要です。

皆さんの気づきや地域の課題については、防災対策部をはじめと
する執行部と共有し、一緒になって対策を考えていくので、これから
も積極的に県議会へ届けてほしいです。

大規模災害に即時に対応できるよう、また県民の防災意識を高め、
地域の防災力が向上するよう、県議会としてもしっかりと調査、審議
を進めていきます。

紀南高等学校

「Ｍｙまっぷラン＋（プラス）」の活用
状況と普及のための対策、及び避難
の際の課題に対する対応について

荊原 広樹 議員
質問の調査から作成まで本当にお疲れさまでし

た。議場でも力強く発言されていて感動しました。
他にも地域の課題などがあれば、ぜひ三重県議

会に気軽にご相談下さい。今後のご活躍を期待し
ています。

吉田 紋華 議員
学校生活をより良くしたい思いにあふれた、他

の生徒からも共感される質問だったと思います。
アンケートにも取り組み、声を可視化して議会
に届けるという議会体験にぴったりな素晴らしい
質問でした。お疲れさまでした!

辻内 裕也 議員
お二人の質問は県の医師不足の要因について
多面的に考察され、AIを活用した遠隔診療等、具
体的な提案も盛り込まれ、県議会の一般質問とし
ても十分通用する極めて完成度の高いものでし
た。あっぱれ!

伊藤 雅慶 議員
三重県の過疎化に危機感を持ち、校内アンケ

ートや実体験を通して具体的な対策を提案され
たことは見事でした。また、その原動力が郷土愛
であることにも感動しました。
皆さんと出会い、三重の未来は明るいと強く

感じました。これからも自分らしく輝き続けてくだ
さい。ずっと応援していきます!

東 　豊 議員
身近なスクールバスの利用者視点から、県内の
路線バスの現状や課題、さらに運転士不足に対す
る解決策まで提案していただき、素晴らしかった
です。また、公共交通の利便性が高い地域は、暮
らしやすく豊かな日常生活をイメージできて良かっ
たです。

動
画
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本校がある多気町には、伊勢いもや次郎柿、おきん餅な
ど、地域住民だけが知っていて他地域ではあまり知られて
いない、魅力的な特産品が多くあります。多気町に限らず他

の地域でも同じようなことはあるのではないでしょうか。三重県の文
化を振興させるためにも食文化に対する探求をしていくべきではな
いでしょうか。

本校では、授業の一環として、地域企業等と連携して多気町の特
産品の良さを伝える取り組みをしています。例えば、生徒が実際に事
業所の方に話を聞いて、特産品への思いや多気町への愛が詰まった
チラシを作成し、多気町へふるさと納税していただいた方に特産品
とともに送付しています。

この取り組みを通して、地域への愛はもちろん、地域住民との関係
が深まり、魅力的な特産品をもっと知ってほしいという気持ちが強く
なりました。同様の取り組みを県内で増やし、（魅力的な特産品が）
地域内や県内にとどまらず、全国でも知名度が上がるようになれば
いいと思います。

県では、県産農林水産物の販路拡大を図るとともに国内
外に三重の魅力を発信するため、大都市圏のラグジュアリ
ーホテルやレストラン等において、三重の食材として知名度

の高い食材をはじめ、伊勢いもなどの地域の特徴的な食材を使った
料理の提供等を行う「三重県フェア」を開催し、「みえの食」の認知
度向上に取り組んでいます。

そのほか、委員会の所管は異なりますが、特徴ある優れた県産品
を公募し、食に精通した有識者による審査を踏まえ、「みえの食セレ
クション」として選定する取り組みを行っています。選定した商品は
カタログやフェアの開催などによるプロモーション活動の展開や、認
知度向上と販路開拓の支援を行っています。現在175品が選定され
ており、次郎柿もその１つです。

さらに、「三重の食結び」というキーワードをもとに、パンフレット
やポータルサイトを通じて三重の食文化や郷土食を紹介し、三重の
食の魅力を発信する取り組みを行っています。

県議会としても、県の取り組みがより効果を発揮し、地域の特産品
や三重県産の農林水産物の魅力がしっかりと発信されるよう、調査・
議論を行い、働きかけを行っていきます。

相可高等学校

地域の食文化を
幅広く知ってもらうために
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県では文化振興にどのような取り組みが効果的と考えているのか、
もしくは現在行われている対策を教えてください。

現在、多くの路線バス会社では、運転手のなり手の減少
や高齢化、労働時間の規制により深刻な人手不足が発生し、
これに伴い多くの路線でバスの本数が大幅に減少しました。

このまま人手不足が続けば運行が困難になることは明らかですが、
地方では自家用車を持たない高齢者や通勤通学での利用者もおり、
路線廃止は利用者の生活への影響が懸念されるため、バス会社は赤
字でも運行を維持しなければなりません。早期に人手不足を解消し、
路線バスの運行を維持することが求められています。
私たちは、人手不足によるサービスの低下により、利用者や収入

の減少、赤字路線の増加や人件費確保の難しさといった県内路線バ
スの現状の負のスパイラルを、Worker、Service、User、Money
の頭文字を取って「ＷＳＵＭサイクル」と名付けました。このサイクル
のスタートには、人手不足があると考えます。しかし、現在の県の補
助金では、赤字路線に対する補填のみが行われており、人手不足は
解決していません。そこで、人手不足を解決するための補助金を出
すことを提案します。これにより、バス事業者が賃金を上げるなど労
働環境の改善を行うことで、運転手のなり手の増加、より良いサービ
スの提供、利用者の増加といった良いサイクルにつなげることがで
きます。この提案について、どのように考えますか。

県では昨年度に「三重県地域公共交通計画」を策定し、
路線バスを含めた地域公共交通を将来にわたり維持してい
けるよう、支援を進めています。

運転士不足の対策では、バスの運転資格である二種免許の取得費
用や求人イベントの開催等、担い手確保を進めるバス事業者へ支援
を実施しています。こうした運転士確保の取り組みを進めながら、バ
スやタクシーで対応が困難な地域での新たな移動手段の確保とし
て、ライドシェアサービスや自動運転の導入に向けた対応の検討も
進めています。
路線バスの維持・確保には、運転士不足のほか、人口減少による
利用者の減少といったさまざまな課題があり一筋縄ではいかない問
題ですが、提案いただいた好循環の形に少しでも近づけるよう、運
転士不足の解消に向け、バス事業者への支援に引き続き取り組むと
ともに、バス会社で働く方の処遇改善やイメージアップに向けた取
り組みやＰＲなど、バス事業者と連携して取り組みを進めていくこと
が重要だと考えています。
三重県で安心して暮らし続けてもらうためにも、利便性の高い地
域公共交通の有無は非常に大きなポイントになることから、議会とし
てもその重要性を改めて認識し、これまで以上に議論を深めていき
ます。

津西高等学校

三重県内のバスにおける
2024年問題がおよぼす影響について
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県における過疎化について、本校生徒にアンケートを実
施したところ「三重県は過疎化が進んでいると思うか」に対
して約91％の人が「はい」と答えた一方で、約97％の人が

県の政策が載るホームページ（以下「ＨＰ」）や広報を見ない、約94
％の人が県の過疎化に対する取り組みを知らないとの結果となり、
県の政策は若い世代を中心に浸透していません。その原因として、
県ＨＰで政策の取り組みページを見つけるのに時間がかかることが
あります。掲載する要綱等に具体性を持たせたり、知りたい情報にす
ぐにたどりつけたり、学生向けＨＰへ切り替わったりするような仕組
みを作ってはどうでしょうか。
本校アンケート「将来三重県に残ろうと思うか」の問いでは、約7
割が進学・就職ともに県外を考えているという結果となりました。三
重にはたくさんの魅力があるにもかかわらず、若い世代に魅力が伝
わっていません。そこで、県南部地域で休廃校となった施設等を利
用して、臨海学校という形で小中高生向けに三重の良いところを「感
じる・学ぶ・発掘する」取り組みを行ってはどうでしょうか。三重の素
晴らしい自然や場所を知って感じてもらうことで、三重への愛着や関
心を高め、ゆくゆくは過疎化の進んだ地域を元気にしていけるので
はないかと思います。これらの提案も踏まえ、県の政策が若い世代に

アンケート結果について、重く受け止めます。
県では、県内の過疎地域が持続的に発展していけるよう

「三重県過疎地域持続的発展方針」を策定し、過疎地域で取
り組むべき施策の方向性をまとめています。
具体的には、市町と連携して移住の促進や地域おこし協力隊の受
入促進の取り組みを進めており、昨年度の県外からの移住者数は
757人と過去最高となったほか、地域おこし協力隊の受入も平成28
年度の６市町45人から令和５年度には18市町80人まで広がり、取り
組みの成果も徐々に表れてきています。
また、県南部地域の魅力を感じてもらい過疎地域の活性化が進む
よう、大学生等を対象に、仕事と暮らしの体験ツアーや、地域住民と
の交流を深め地域課題を解決するためのフィールドワークを実施して
います。
過疎地域の持続的な発展に向け、若い方を中心に三重に興味・関
心を持ってもらい三重を選んでもらえるよう、情報発信や取り組みを
より積極的に進める必要があります。ご意見を踏まえ、ＨＰとともにＳ
ＮＳ等も取り入れ分かりやすく情報発信できないか、議会としても県
に働きかけます。また、県南部地域での体験型の取り組みは魅力的
な提案のため委員会で情報共有し今後の活動の参考とします。

津高等学校

三重県の過疎化に対する
取り組みについて
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浸透していないこと、また、活性化のための取り組みについての考
えをお聞きしたいです。

変わりゆく社会の中で海外の人と交流する機会がより一
層増えると思い、もっと外国の人と会話できる英語力がほし
いです。しかし、英語を話すことに大きな壁を感じており、

今の英語力に不安を感じています。英語力が高いという調査結果の
ある福井県とさいたま市の学習状況を調べると、英語を長く話すこと
が、学力の向上につながっていると考えられます。

近年、教員の働き方改革や教員不足が社会問題として深刻化して
おり、「もっと学びを深めたい」、「教員に質問したい」と思っても、多
忙な教員の姿を見て、言い出しづらいです。教員に何かをしてほしい
という受け身の姿勢ではなく、自らが行動する主体的な姿勢として、
ＡＩにより対話できる英語学習アプリを有効活用できる方法はないか
と考えました。ＡＩを効果的に活用すれば、英語のアウトプットを増や
すことができ、英語力の向上につながると思います。

三重県の高校生は、１人１台端末を持っていますが、危険なサイト
を開いたり、ウイルスに感染したりしないようにするため、教育委員
会が制限をかけています。しかし、この制限があるとＡＩを使った英語

１人１台端末の利用制限については、各学校の判断で変
更することが可能となっており、セキュリティの問題などが
ありますが、生徒会にかけ合い、そして学校側とよく相談さ

れてみてはどうでしょうか。

また、県では、学校教育における生成ＡＩを効果的に活用するため、
今年度は、県内の中学校や高校でモデル校を指定して、生成ＡＩの利
活用に係る実証研究事業を実施する予定であると聞いています。こ
の事業で、生成ＡＩの仕組みや利便性、リスク、使い方などを教員や
生徒が学び、各教科等の学びにおいて生成ＡＩを積極的に活用できる
よう検討していきます。

AＩを使ったアプリについては、著作権や情報漏えいなどのリスク
もありますが、効果的な学びにとって、使い方次第で有用なものであ
ると思われるので、アプリの開発も含めて、県議会としても、国や県
の動向を注視するとともに、十分議論をしていきます。

名張高等学校

ＡＩの活用で「質の高い教育」を 動
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学習アプリをうまく活用できないため、１人１台端末の利用制限につ
いて見直してほしいです。

また、アプリを利用するために必要なお金を県が負担するか、お金
がかからないＡＩとの会話サービスを県や国が開発することはできな
いでしょうか。

「三重県医師確保計画」により、三重県の医師の総数は増
加傾向にありますが、依然として医師不足の状況が続いて
おり、県内の医師数の偏在も課題となっています。

県の医師不足は、長時間労働の問題、子育て世代にとって働きや
すい環境が整っていないこと、産婦人科や救急科などの特定診療科
は医療訴訟に発展するリスクが高いことなどの複数の要因によって引
き起こされていると考えます。また、今年度から医師の時間外労働が
制限され、長時間労働の問題解決は期待できますが、その反面、医師
不足が一層深刻化し、結果的に病院数減少の可能性が考えられます。
人口10万人あたりの医師数を比較すると、全国1位の徳島県と三
重県の差は、2022年には約1.4倍に達しています。この差を少なく
するためには、地域医療に特化したカリキュラムの導入や地域医療
を担う医師の育成などの大学教育の見直しなどのほかに、院内保育
や復帰支援の普及、勤務時間の短縮など子育て世代や女性の医師が
働きやすい環境の提供、無医地区への巡回診療や通院が困難な方へ
の訪問診療や訪問看護、ＡＩを活用した遠隔診療による医療アクセス
の改善などの、徳島県の取組例が参考になります。これらの対策を通
じて、医師不足を解消し、地域医療の充実を図ることが重要だと考え
ますがどう考えますか。

県がこれまで三重大学医学部における入学定員の拡大、
地域枠の設定、「三重県医師修学資金貸与制度」の運用な
どの対策を講じ、研修プログラムづくりや指導医の確保・育

成等、医療機関が取り組む事業や情報発信への支援をしてきたこと
により、県内の医師数は着実に増えています。
大学教育の見直しについて、「地域医療」をテーマにした講義や全
29市町での教育実習、へき地・離島の医療機関での体験実習をコー
ディネートするなど、三重大学における教育の充実に取り組み、地域
医療の担い手の育成に努めています。さらに地域枠入学者の一部に
ついて、将来医師不足が見込まれる診療科での勤務制度を設けまし
た。また三重県地域医療研修センターでは、令和５年度までに県内
外の病院から390人の若手医師を受け入れています。
勤務環境の改善に向けては、県独自の「『女性が働きやすい医療
機関』認証制度」により医療従事者が働きやすい環境づくりを促し、
子育て医師等復帰支援事業を通じ、宿日直免除等の就労環境改善や
病院内保育所の運営を支援しています。
医療アクセスの改善については、無医地区等への毎月複数回の巡
回診療を行っており、遠隔診療については市町のニーズ調査、市町
ごとに適したオンライン診療モデルの提示等の支援をしています。
三重県は依然として医師不足の状況にあり、強い関心を持ちしっ

かりと調査して議論を深めていきます。

セントヨゼフ女子学園高等学校

三重県の医師不足を解消するには 動
画

質
問
項
目

芳野 正英 議員
地域の食材や食文化への愛着を感じる質問でし

た。自前のチラシをパネルにして用意するなど質
問を「魅せる」工夫をしていました。
昼食や休憩の時間には、他校生徒に積極的に話

しかけるなど、「コミュ力」満点の明るい３人でした。
りょく




